
左下のWindowsマークをクリックして、"Microsoft Edge"をクリックしてください。

Microsoft Edgeを起動後、URL欄にedge://flagsと入力してEnterキーを押してください。

以下のような画面が出てきます。

工事店Webに"Microsoft Edge"からログインする際に発生する、WebSocketエラーを

回避する設定手順書となります。

":"は、以下の図のように

"け"のキーとなります。



検索欄に、invalid と入力すると、以下のように2つ出てきます。

その中の一番上に出てくる Allow invalid certificates for resources loaded from localhost.が

現時点では、無効になっておりますので、そちらを有効に変更してください。



有効に変更後、"変更は Microsoft Edge の再起動後に有効になります。"というポップアップが出ますので、

再起動をクリックしてください(Edgeの再起動が起こります)。

Microsoft Edgeの再起動後、以下のような画面が出てきます。

Allow invalid certificates for resources loaded from localhostが有効になっていることを確認してください。



作業終了後、工事店Webにアクセスをお試しください。

よろしくお願い致します。


